
思索草創✍ ２月１７日～３月２５日の予算議

会もようやく終わり、公明党福岡市議団一丸と

なって真剣勝負の議会活動を行った結果、皆様の

声を平成２６年度の福岡市の施策に実績として、

かなり反映することができました。         

これからも感謝の心でがんばって参ります。  

控室：福岡市中央区天神１‐８‐１（公明党福岡市議団） 
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福岡市議会議員（東区） 

あなたの声をお寄せください！ 

平成２５年６月議会提案の実現 

 

 太陽光や風力発電設備を市民の出資により調達し、市等が無償で借り受け、工事費を負担し

て公共施設に設置し、売電収入は出資した市民に還元され、出資分を還元し終えた段階で、太

陽光や風力発電設備を市有等にし、その後の管理運営を行う仕組みを取り入れ、地域の活力を

使ってエネルギーの地産地消を目指す先進自治体が増えています。  

   

 福岡市においても、再生可能エネルギーの普及促進に参加した

いという意欲を持った市民の方々が、不動産の所有の有無にかか

わらず事業に参加できるよう「市民参加型発電」の事業モデルを

検討し、事業者を募集する取り組みを始めることになりました。 

   

 また、東区蒲田に福岡市で 

2番目となるメガソーラーが建設されました。自立運転機能（停電

時にも使用可能）が付加され、災害時等の緊急電源として使用で

きます。 
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福岡市議会議員（東区） 

尾花康広 市政報告 

健康づくりポイント事業【新規】 10,000千円

まずは参加登録 対象事業に参加 ポイントを集める ポイントが貯まる

♪♪♪　健康づくりのサポート店で特典が受けられる　♪♪♪

◆ 健康づくりポイント事業（イメージ）

ウォーキング 健（検）診受診 健康教室 健康イベント

■健（検）診の受診やウォーキング、健康教室への参加等の市民の自主的な健康づくり活動をポイント化し、そのポイ
ントを市民に還元する「健康づくりポイント事業」を試行的に実施します。

POINT 

CARD

ポイントカードを

手に入れる

ポイントカード提示

参加者全員に賞品を贈呈
(障がい者施設授産製品）

抽選で企業協賛等
の賞品を贈呈

さらに

対
象
事
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多くの市民が健康づくり
に取り組む！

 平成２５年１０月議会提案の実現 

●2020年、「東京オリンピック・パラリンピック」の開催の頃（6年後） 

 福岡市の状況⇒高齢化進展、人口の約4分の1が65歳以上の高齢者 

                       うち全世帯の半数以上が単身世帯 

●「福岡市高齢者実態調査」(平成22年度) ＝ 高齢者の心配事や悩み 

  ⇒ 第1位は「自分の健康状態」（50.1％） 

     第2位は「家族の健康状態」（30.3％） ※健康に関することが上位を占めている 

●20～60歳代の市民を対象に行った調査結果 

  ⇒ 「福岡市民は健康づくりへの意欲は高いが、実際の行動には結びついていない」 

●福岡市の国民保険医療費（平成24年度） 

    ⇒１人あたり30万6,738円、介護給付費 ＝１人あたり27万5,570円 

      ※医療高度化や高齢化進展に伴い年々増加 

●福岡市国民健康保険の医療費分析の結果（平成24年５月の診療データ） 

  がんや高血圧性疾患、虚血性心疾患、糖尿病などの生活習慣病関連 

  ⇒ レセプト件数の「約27％」、医療費の「約43％」 

●特定健診の受診率は19.5％（平成23年度） ⇒ 政令市２０都市中１８位と低調 

★長々と説明してまいりましたが、「健康づくりの大切さ」がお分かりいただけると思います。 

  実際に「健康づくり」への行動を起こす市民の方々を増やすための大事な取り組みです。 



「公共交通機関等のバリアフリーの促進」を提案！ 
 福岡市の３９ヵ所の鉄道駅のバリアフリー（段差解消・転落防止・誘導ブロックの整備・障がい

者トイレの整備）の達成状況を確認しました。「バリアフリー法」の整備目標（一日平均利用客数

3,000名以上の旅客施設）は、ほぼ新年度にバリアフリー化が達成できます。しかし、主要な交

通結節点のみをバリアフリー化しても出発駅や到着駅が未整備のままだと、高齢者・障がい者等には公共交通

機関はとても利用しにくいものになっている状況を訴え、新年度に向けての取り組みを促しました。 

住宅都市局長は「地域の実情や利用実態、事業者の整備方針等を踏まえ可能な限りバリアフリー化を促進

できるよう関係部局並びに鉄道事業者と検討を行っていく」と答弁しました。 
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「コミュニティバス等の導入の促進」を提案！ 

  公共交通の不便な地域等を抱える校区を明確にし、「生活交通条例」に基づき、どのようなコ

ミュニティバス等の導入支援を行っているのか確認しました。「自治会コミュニティ応援事業」等

の新規事業とタイアップし各区１以上の導入成功事例の確立のための社会実験の実施や、そ

の間の緊急措置として高齢者乗車券のタクシー利用助成、「交通用福祉ＩＣカード」に電子マネー機能を付与

し市営渡船や有料駐輪場で使用できるようすることなど新年度に向けての取り組みを促しました。 

 住宅都市局長等は「公共交通が不便な地域の実情を踏まえ、関係部局と協力して支援にしっかり取り組ん

でいく」と答弁しました。 

「バス停上屋やベンチの設置の促進」を提案！ 

  福岡市のバス停の中で、上屋やベンチの設置可能な箇所や各区ごとの設置率、場所

の偏り等を明らかにしました。ベンチの設置は路線バス事業者や地方公共団体等に限ら

れていたものが、自治会・町内会・商店街などの地域団体等でも可能となった（前回の議

会提案の実現）にもかかわらず、難解な申請手続や費用負担の課題等で設置が進んでいない現状を指摘

し、地域関連の新規事業や補助金の対象になることなど、懇切丁寧な推進を行うとともに、高齢者・障がい

者等の福祉目的での設置は、バス事業者との役割分担を協議し、福岡市が一定の責任を果たすことなどの

新年度に向けての取り組みを促しました。  

 道路下水道局長は「関係部局との協議を十分行いさまざまな手法について検討していく」と答弁しました。 

「『障害者優先調達推進法』への対応」を提案！ 

  障がい者就労施設などの契約情報のＰＣによる一元的な把握や計画的な発注、契約情

報の公表と障がい者の雇用や新たな収入の確保に貢献しているユニバーサルカフェ

方式（障がい者団体と民間企業とのコラボ）の水平展開などの新年度に向けての取

り組みを促しました。 

 髙島市長は「ユニバーサル都市実現のために、いずれも大事な事業でありスピード感を持っ

てしっかり取り組んでいく」と答弁しました。      【３／９代表質問補足質疑】 

★「ネット犯罪から児童生徒を守る」パトロールの強化！ 
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 内閣府や民間企業の最近の調査によれば、携帯電話・スマートフォンでインターネットを利用して

いる青少年のうち、約４割が２時間以上の利用、平均時間は約107分とのことです。 

  

●「ネットで何らかのトラブルに巻き込まれたことがある」   ⇒ 青少年   １８．５％ 

●「ネットで知り合った人に実際に会いに行ったことがある」 ⇒ 女子高生  ３８．５％ 

 

 青少年がネット犯罪に巻き込まれる事件が急増していることを受け、福岡市の教育委員会は専門

企業に委託し、携帯電話、スマートフォン、パソコン等によるネットいじめや学校非公式サイト等への

書き込みや画像の監視を実施します。 

 

 ★リスクを「高・中・低」に分類し、犯罪予告や児童生徒の生命に関わる等のリスクが高いものに 

  ついては、教育委員会や警察などの外部機関に即時報告するようになっています。 

 

【公明党福岡市議団の実績】 
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